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〜
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の
う
え
、
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名
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タ
リ
ス
ト
Ｂ
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て
い
た
だ
き
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ー
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に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
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◆
投
句
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れ
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は
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み
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記
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お
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（
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題
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を
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れ
て
、
五
七
五
の
句
で
お
作
り
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
写
真
を
お
送
り
い
た
だ
け
る
方
は
合
わ
せ
て
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。（
写
真
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
一
点
に
つ
き
最
大
一
Ｍ
Ｂ
ま
で
）

　
「
春
の
空
」
ま
た
は
自
由
題
で
一
人
最
大
二
句
ま
で
ご
投
句
い
た
だ
け
ま
す
。

　

投
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は
三
月
二
二
日
（
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ー
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に
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＊
ご
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意
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支
払
い
方
法
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現
金
の
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ッ
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ド
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利
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い
た
だ
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ま
せ
ん
。

　
　

お
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
三
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
子
玉
川
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ん
ぽ
ぽ
句
会
」
を
主
宰
す
る
俳
人
・
堀
本
裕
樹
が
、
カ
タ
リ
ス
ト
Ｂ
Ａ
に
て
句
会
を
開
催
し
ま
す
。

俳
句
の
つ
く
り
方
や
句
会
の
楽
し
み
方
も
わ
か
り
や
す
く
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
俳
句
が
初
め
て
と
い
う
人
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
二
子
玉
川
近
隣
の
方
は
、
ぜ
ひ
二
子
玉
川
の
春
を
テ
ー
マ
に
俳
句
を
つ
く
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

俳
誌
「
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同
人
。
い
る
か
句
会
・
た
ん
ぽ
ぽ
句
会
主
宰
。
第
三
十

六
回
俳
人
協
会
新
人
賞
、
第
二
回
北
斗
賞
受
賞
。
実
践
女
子
学
園
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
師
。『
す
ば
る
』
に
て
ピ
ー
ス
又
吉
直
樹
と
連
載
。

『
フ
タ
コ
ノ
ー
ト
』、『
マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
』
等
連
載
中
。
主
著
に
『
十
七

音
の
海 

俳
句
と
い
う
詩
に
め
ぐ
り
逢
う
』、
句
集
『
熊
野
曼
陀
羅
』。
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当
日
、
一
階
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
右
図
の
通
り

Ｈ
＆
Ｍ
裏
手
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
六
階
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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閉
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中

六
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
を
乗
り
換
え
て

八
階
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
が
ご
案
内
し
ま
す
。



堀本裕樹 定例句会

いるか句会

毎月一回、荻窪の「角川庭園・幻戯山房すぎなみ詩歌館」で開催。句会は様々な人が集まる楽しいコミュ
ニケーションの場。17音の世界を通して、みんなで打ちとけ合うのは日常では味わえない新鮮な面白
さです。俳句初心者、未経験者大歓迎。堀本裕樹の主宰で、実践形式で楽しく俳句を学べます。美し
い庭園を眺めながら、オフを知的に優雅にすごしませんか。
詳細は堀本裕樹公式ブログまたはメールマガジン「いるか通信」をご参照ください。

たんぽぽ句会

二子玉川にて開催。季節の素材を活かした美味しい自然食ディナーで身体をきれいに、俳句を学んで
感性を美しく。未経験者の方にも堀本裕樹が分かりやすく俳句の楽しみ方を教えます。
喧騒を離れた癒しの空間でゆったりと平日の夜を過ごしませんか。詳細は堀本裕樹公式ブログまたは
メールマガジン「いるか通信」をご参照ください。

さまざまなメディアで連載中！著作

「十七音の海　俳句
という詩にめぐり逢
う」（カンゼン）、第
一句集「熊野曼陀羅」
（文學の森）は好評
発売中。

すばる マネーポスト フタコノオト

堀本裕樹のブログ／メルマガ／Twitter

◆堀本裕樹公式ブログ：http://horimotohaiku.blog110.fc2.com/ 
　Google ／ yahoo！で「堀本裕樹」を検索！

◆いるか通信（無料メールマガジン）：http://www.mag2.com/
　まぐまぐで「いるか句会」を検索！

◆ツイッター：http://twitter.com/horimotoyuki

堀本裕樹へのお問合わせ／お仕事のご依頼は下記までお願いいたします
haiku@advlife.com（担当：株式会社アドライフ　渡部／小松／髙橋）


